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 ７  6

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
町
に
考
え
を
聞
く
！
　
一
般
質
問
」

○…賛成　×…反対　　※…議長　議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

6月定例会の審議結果と議員の賛否内訳
議

会

だ

よ

り

掲

載

ペ

ー

ジ

上 程 さ れ た 議 案 と 結 果

（全賛…全員賛成　　賛多…賛成多数　　賛少…賛成少数）
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　　平成24年度補正予算
　　・一般会計	 可決	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　条例の一部改正
　　・寄居町農業集落排水処理施設の設置及び管理	 可決	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　　に関する条例
　　その他の議案
　　・専決処分の承認（寄居町税条例）	 承認	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　・専決処分の承認（寄居町都市計画税条例）	 承認	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○ 

　　・専決処分の承認（寄居町国民健康保険税条例）	 承認	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　・専決処分の承認（寄居町一般会計補正予算）	 承認	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　・大里広域市町村圏組合規約の変更	 可決	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　・損害賠償の額を定めることについて	 可決	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○ 

　　・工事請負契約の締結	 可決	(賛多 )		P.		4	 ×	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ×	 ○ 

　　・町道路線の廃止	 可決	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○ 

　　・町道路線の認定	 可決	(全賛 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○  

　　・「自然エネルギー推進の町宣言」に関する決議	 可決	(全賛 )		P.		7	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○	
　　人事
　　・寄居町固定資産評価審査委員会委員の選任	 同意	(全賛 )		P.		3	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○	
　　・人権擁護委員の推薦	 同意	(全賛 )		P.		3	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　請願
　　・原発国民投票の実現について	 否決	(賛少 )		P.		6	 ○	 ○	 ×	 ×	 ×	 ×	 ×	 ○	 ×	 ×	 ×	 ※	 ×	 ×	 ×	 ○
　　・公的年金切り下げ等に反対し、拡充する意見	 可決	(賛多 )		P.		6	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　　書提出を求める請願
	　　意見書
　　・公的年金切り下げ等に反対し、拡充を求める	 可決	(賛多 )	 	−	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ※	 ○	 ○	 ○	 ○
　　　意見書の提出

　町が、恵まれた自然と歴史を大切にし、自然エネルギー
を積極的に活用した「自然エネルギー先進都市寄居」の実
現を目指すために、今後の町の基本的姿勢を示すべき「自
然エネルギー推進の町宣言」を行い、町としての強い決意
を町民の皆様に示すとともに、全国に向けて発信されるよ
う次の事項を付して強く求めることを決議しました。

…………… 記 ……………
１. 太陽光発電システムを中心としたエネルギーの地産地  

消実現に向けての取り組み
２. 住民へ利益還元ができる遊休地等を利用した自然エネ

ルギー推進事業への取り組み
３. 埼玉県の太陽光システム価格低減事業の指定自治体へ

申請
４. 住宅用太陽光発電システム設置費補助金制度の補助対

象等の拡大及び相談窓口を開設
５. 温水器の普及促進及び風力・水力等を利用した省エネ・

創エネの調査研究
６. 山林（間伐材等）を活用した省エネ・創エネの調査研究
７. その他、自然エネルギー活用事業の取り組み

　川崎市は、公共施設への太陽光発電設備の設
置や住宅用太陽光設備の設置補助など、低炭素
社会の実現に向けて、先導的に取り組んでいます。
市有地約30ヘクタールには太陽光パネルが敷き
詰められ、一般家庭の約5900軒分に相当する
約2100万キロワット時の年間使用電力量の発
電が見込まれています。また、浮島太陽光発電
所の隣には、ＰＲ施設「かわさきエコ暮らし未来
館」が併設され、エコ学習ができる展示や展望
スペースなどが整備されています。
　当委員会では引き続き調査研究することを決
定しました。
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20
歳
〜
60
歳
ま
で
か
け
た
年

金
が
、
65
歳
に
な
ら
な
い
と
満

額
受
け
取
れ
な
い
。
そ
れ
で

も
44
％
の
人
が
60
歳
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
料
等

を
差
し
引
か
れ
、
手
元
に
わ
ず

か
し
か
残
ら
な
い
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命
綱
を
こ

れ
以
上
切
り
下
げ
な
い
で
」
の

声
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え
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い
。
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無
年
金
・
低
年
金
者
に
対
す

る
緊
急
の
救
済
措
置
を
講
じ
る

た
め
に
も
安
定
し
た
財
源
の
確

保
が
重
要
。
超
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
伴
い
、
年
金
、
医
療
等

の
社
会
保
障
費
の
増
大
は
避
け

ら
れ
な
い
。
ま
ず
は
景
気
対
策

を
講
じ
「
財
源
の
確
保
」
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

請
願
…
公
的
年
金
切
り
下
げ
等
に
反
対
し
、
拡
充
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

「
年
金
を
下
げ
な
い
で
と
の
要
旨
は
理
解
で
き
る
」等

の
意
見
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
採
択

こ
の
請
願
の
内
容
は

「
年
金
生
活
者
の
生
活
を
守

る
た
め
に
公
的
年
金
等
の
切
り
下
げ
等
に
反
対

し
、
拡
充
す
る
意
見
書
を
国
会
及
び
政
府
に
提
出

す
る
こ
と
を
採
択
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

も
の
で
、
請
願
者
の
ほ
か
１
３
１
名
の
署
名
と
と

も
に
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

付
託
委
員
会
の
審
査
結
果

付
託
さ
れ
た
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
で
は
、「
デ
フ
レ
の
経
済
状
況
か
ら
見
れ

ば
当
然
の
措
置
で
あ
り
、
年
金
制
度
を
維
持
す
る

た
め
の
措
置
と
理
解
す
べ
き
」「
財
源
の
確
保
が
何

よ
り
も
重
要
。
意
見
書
提
出
は
財
源
な
ど
国
の
動

き
を
見
て
か
ら
で
も
よ
い
」「
年
金
の
減
額
に
つ
い

て
、
政
府
に
対
す
る
歯
止
め
の
意
味
も
あ
る
」「
年

金
額
を
下
げ
な
い
で
と
い
う
請
願
要
旨
は
理
解
で

き
る
。
議
会
と
し
て
独
自
の
意
見
を
提
出
し
て
も

よ
い
と
考
え
る
」
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
・
意
見

が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
審
議
で
は

本
会
議
で
は
、
種
々
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
議
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
請
願
の
採
択
を
受
け
て
、

　
　

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

小
さ
な
町
の
議
論
が
大
き
な

意
味
を
持
つ

神
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小
さ
な
ひ
と
つ
の
地
方
自
治
体
の
議
会
の

場
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の

自
治
体
か
ら
も
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
お

り
、
大
き
な
意
味
を
成
す
も
の
と
信
じ
て
い

る
。
当
町
が
一
石
を
投
じ
る
意
味
は
、
必
ず

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
る
と
考
え
る
。

国
民
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
選
択
は

岡
本
安
明
議
員

　

電
力
不
足
や
料
金
値
上
げ
な
ど
の
問
題

と
原
発
再
稼
働
と
は
同
レ
ベ
ル
の
問
題
で

は
な
い
。
本
当
の
国
民
生
活
を
守
る
と
い

う
こ
と
は
、
原
発
の
「
再
稼
働
」
な
の
か
。

「
再
稼
働
さ
せ
な
い
」
こ
と
な
の
か
を
、
国

民
一
人
一
人
が
判
断
し
、
意
志
決
定
を
す

べ
き
で
あ
る
。

国
民
の
命
よ
り
企
業
の
利
益
が

大
事
な
の
か
！
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野
田
首
相
は
、
福
島
原
発
事
故
の
原
因

も
解
明
さ
れ
な
い
中
で
大
飯
原
発
の
再
稼

働
を
決
め
た
が
、
い
ま
だ
自
分
の
故
郷
で

生
活
で
き
な
い
人
も
い
る
。
直
接
国
民
の

声
を
聞
い
て
、
原
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る

の
か
等
、
今
こ
そ
国
民
投
票
で
問
う
べ
き
。

請
願
…
原
発
国
民
投
票
の
実
現
に
つ
い
て

「
国
民
投
票
は
時
期
尚
早
」等
の
意
見
が
あ
り
、

賛
成
少
数
で
不
採
択

こ
の
請
願
の
内
容
は

３
月
議
会
で
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。「
原
発
国
民
投
票
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
を
国
会
・
政
府
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
要
旨
で
、
請
願

者
の
ほ
か
１
１
３
５
人
の
署
名
と
と
も
に
議

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

付
託
委
員
会
の
審
査
結
果

付
託
さ
れ
た
総
務

経
済
常
任
委
員
会
で
は
、「
原
発
に
つ
い
て

国
民
投
票
を
認
め
た
場
合
、
ほ
か
の
事
業

で
も
国
民
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
る
」「
電

力
不
足
は
経
済
は
も
と
よ
り
、
社
会
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
国
民
投
票

は
時
期
尚
早
だ
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
慎

重
審
査
の
結
果
、
賛
成
者
少
数
を
も
っ
て

不
採
択
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
審
議
で
は

本
会
議
で
は
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
請
願
に
賛
成
す
る
討
論
が
３
件
、
反
対
討  

　

論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第５次三ヶ山地域開発調査特別委員会
「自然エネルギー推進の町宣言」

に関する決議（要旨）
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